
 

 

     フォーラム実行委員長 遠矢家永子 

 2004 年 2 月、高槻市と共催したフォーラム、「ＮＰ

Ｏ発信『こんな高槻市にしたい!!』～市民・行政 協

働事業プレゼンテーション～」は大盛況のうちに幕

を閉じましたが、あれからもう 1 年の月日が経とうと

しています。その後行政にて、協働事例研究会が

立ち上がるなど、一定の進展がありました。研究会

では担当課と提言したＮＰＯ・ネットワーク・サポート

センターから代表者が参加し、提言された 10 事例

についての議論が行なわれています。市と私たち

NPO との歩み寄りの中で一歩一歩高槻市も変わり

つつあることを実感しています。 

 さて、今年度も市との共催で、「こんな高槻市にし

たい！～市民・NPO・行政 ともにつくるまち～」と

題し、市民総合交流センター８階イベントホールに

て 2005 年 2 月 26 日（木）1 時 30 分からフォーラム

を開催します。現在、市民・NPO による協働事業の

プレゼンテーション発表者を募集しています。実際

に発表していただくのは 4 人（団体）ですが、応募

された内容については、前回同様すべてヒント集

に掲載させていただきます。市民と行政、共に積

極的な働きかけがあってこその協働です。奮って

ご応募いただきたいと思います。 

詳しくは、コミュニティ推進課（TEL 674-7462･

cominiti@city.takatsuki.osaka.jp）まで。 
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ＴＥＬ： 090-7348-4525 

ＦＡＸ： 072-6８８-７３２８ 

●連続実践講座「協働の具体化に向けて」 

無事終了！ 

9 月 17 日新川達郎さんを講師としてお迎えした

第１回目は 31 名（うち市職員 8 名）、ワークショップ

を実施した第２回目 10 月１日 19 名（うち市職員 3

名）、第３回目 10 月 15 日は 20 名（うち市職員５名）

という参加人数で、実りの多い講座となりました。 

＜参加者の感想から＞①具体的で踏み込んだ話

が聞けてよかった。議員・行政・市民（NPO）が同席

で同時に話を聞くことができたところに意義があっ

た。②プラットフォーム＝協働事業の原点にする場

＝の存在が必須と一層理解した。③アイデアを出

して、実現に近づけることが大事なのだが、どこか

ら取り組むか難しい。大切なのは人とのつながりで

あり、その機会作りにこの催しが役立つように思う。

 

 ●ＮＰＯ間のネットワーク促進にむけて 

「NPO 法人大集合」第３弾を、１月 24 日

（月）19:00～21:30 に市民総合交流センター５

Ｆ視聴覚室にて開催します。内容は樋渡市長

公室長の「NPO と市との関係づくりを考える」

と題してのお話、ワークショップ「NPO 法人を

取り組む中で、市へ提言したいこと」などで

す。 

今回の集まりを機に、「たかつき NPO つな

がろう会」を発足させます。そこでの取り組案

は次の通りです。①市民活動や協働事業促

進等に関する行政等への要望の集約と提出

②ＮＰＯ間の協働の模索③サポートセンター

の立地条件に関する調査④共通のテーマに

よる学習会（指定管理者制度等）⑤その他 

協働部会担当理事 遠矢家永子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

研究部会担当理事  山下征紀 

 

会報第６号で今後の計画をお知らせいたしま

したが、その後の経過概要を報告いたします。こ

れまで通算１０回の研究会合をもち、研究部会メ

ンバーも２名増え８名になりました。 

概要は 

（１） キックオフミーティングで、研究テーマを

“市民が知りたい１００項目―住み良い協

働のまちづくりを考えるために”に決定。 

（２） 各メンバーが市民の目線で知りたい項目

を持ち寄り、ふるいにかける。 

（３） 高槻市総合計画の６つの施策を軸に、１０

０項目の内容をおおよそ配分。 

 

（４） （３）について、研究部会メンバー８名で調

査担当を決定。 

（５） 各担当が、施策の項目について、公開さ

れているデータを中心に調査収集中。 

（６） データ収集ワークをする上での、行政及び

関係団体の窓口一覧（推測）の作成。 

以上ですが、そこでお願い。 

来年１月から、行政窓口に接近する調査ワーク

を予定しております。この機会に、研究部会メンバ

ーと一緒にワークをして見たい方（ボランティア）を

募集します。ご関心のある方はサポートセンター気

付け、山下まで連絡下さい。 

 

 

交流部会担当理事  日比徹 

 

 

  市民活動に取組まれている皆さんやたかつき

市民活動ネットワーク会員の皆さんと共に、意見や

考えの違いを理解し、社会問題・課題の認識を深

め、“市民が主役のまちづくり”の一助になることを

目指しています。 

第11回交流サロン（１２月１１日）では、 “社会活

動に対する想いと課題について” を主テーマに、

４名の高槻市議会議員（岡本茂氏、野々上愛氏、

橋本紀子氏、二木洋子氏：全員ネットワーク会員）

から話題提供をしていただき意見交換をしました。

その後西武６F の桃谷楼にて懇親会を開催しまし

た。 

今後の予定ですが、次の通り企画しています。 

近年、多くの犯罪発生が年少化したり、多くの自

然災害発生も報じられています。高槻市の市民公

益活動団体の中で、NPO 分類「6 災害救援活動」

と「７。地域安全活動」にかかわる団体はなく、行

政・警察・消防署に全面的に依存しています。 

そこで、次回交流サロンは安全と協働を key 

word に開催します。 

第 12 回交流サロン ２００５年１月２２日（土曜日） 

13：30 ～ 15：30  

    講師 ； 高槻警察署 生活安全課係長 

 警部補 溝上 安子氏 

   “少年少女に焦点を当てた高槻市の安全と防

犯の状況と課題について” 

第 13 回交流サロン ２００５年２月１２日（土曜日）

13：30 ～ 15：30  

    講師 ； 市若手職員（複数、調整中） 

“協働に対してどの様に向き合っているか” 

第14回以後の予定、子どもの健全育成関係（教

育関係、育児関係 etc）調整中。 

交流サロンはいずれも高槻市市民公益活動サ

ポートセンター会議室にて開催します。  

テーマについてご要望があればサポートセンタ

ー気付け、日比までお知らせ下さい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

『会員ＰＲコーナー』 前回に引き続き、団体会員さんの自己紹介です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人 ＮＡＬＣ高槻・島本     

 

代表 萩原義明
 

本年は、ＮＡＬＣ設立１０周年を迎えまし

た。全国拠点も１１０を超え、年々増加著しく、

また、高槻・島本拠点も２２０名、世帯数１３５

世帯となり、全国でも上位の会員数を配して

います。 

設立以来奉仕活動時間も累計６,９３０時間

となり、通院通学の支援、家事手伝い、庭の

手入れ、ペットの面倒、家事作業、料理の協

力・・・等 多種多様な時間預託奉仕活動が

昼夜を問わず行われています。 

会員同士のコミュニケーションも健康ハイキ

ング（１回/月）、カラオケ同好会（１回/月）、パ

ソコン教室と会員相互の交流を通じて新しい

市民ネットワークと人と人との繋がりが生まれ

てきています。夫々の地域の奉仕活動が地

元で少しずつ根付いてきています。     

NPO 法人 三島子ども文化ステーション 

代表 福山 勇
 

１９７４年に高槻おやこ劇場で出発。１９９７

年に三島子ども文化ステーションに改称。そし

て２００１年にＮＰＯ法人格を取得しました。 

より多くの子どもたちに高質の文化を提供す

る事業として舞台芸術鑑賞，「人と人」｢人と自

然｣のふれあいを通じて関わりあうことの大切

さ・楽しさを知ってもらおうと、乳幼児から青年

期までを対象にした数々の事業を行なってい

ます。 

昨年から始まった子育てカフェ「どうぞのお

いす」が好評で、乳幼児を持つお母さんたち

のフリースペースになっています。お茶しなが

ら子育ての情報交換やちょっとした相談事の

解決の場所になっています。 

今後も「育児の社会化」を目指して微力なが

らもスタッフ一同日々頑張っています。 

ＮＰＯ法人 いきいき会 

 

  代表理事 坂田朱美

 
 生活の基本である食生活の保障を目指し、

食事づくりの困難な市民に栄養のバランスの

とれた食事を自宅まで届けるー。これが 1990

年の発足以来 15 年間つづけて来た「いきい

き会」の活動です。活動の中心は女性たちで

すが、最近はリタイア後の男性の参加もあり大

変 心強く思っているところです。 

さて、来年の２月６日（日）午後１時 30 分より

高槻市配食サービス事業者連絡会による、下

記の 講演会とシンポジュームを開催します。

 テーマは  食生活のあり方で 今の健

康いつまでも！！  

 講 師は  熊谷 修 氏（東京都老人

総合研究所地域保健部門研究員）

 場 所は  高槻市総合センター １４

階 （市役所新館） 

※参加のお問合せは いきいき会 迄

ＴＥＬ 072-696-1425 

 

ＮＰＯ法人 ＳＥＡＮ（シーン） 

 

理事長 遠矢家永子
 

 SEAN は、「自分の力を信じ自ら一歩ふみ出

し、行動し、人とつながることで、内なる力を

発揮しよう！」という意味です。「女のくせに」

「男だから」といった、行き過ぎた性別によると

らわれを無くすことで、『誰もがありのままの自

分を大切にできる社会』をめざし事業を展開

しています。 

▼保育・家事援助などの請負（依頼平均月90

件）▼人権教育プログラム(G-Free)の請負

(2004 年度実績：園・学校 12 件/49 ワーク、

教育セミナー22 講座）▼その他、講演、ワー

クショップ、原稿依頼請負(2004 年度実績：37

件/86 講座)など。 

保育や講座等のお問合せやご依頼等は、

SEAN 事務局（八丁西町 1-20） 

TEL/FAX  072-684-8585 

 station@npo-sean.org まで、お気軽にどう

ぞ！http://www.npo-sean.org もアクセスし

てね！ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

4 月 28 日にセンターのホームページを開設してから 12 月までにアクセス件数が 1 万件を超えました。 

（１）利用状況について 

 年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

03 36 96 255 326 428 176 169 164 154 136 153 278

04 142 289 252  276 213 260 370 233   

登録  52 55 55 59 56 59 59   

（２）シニア登録・マッチング状況について 

月 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

合

計 

提供会員   71 11  １ 10 ７     100

依頼会員   33 ５ ９ ７ ７ ２     63 

マッチング   １ ８ ９ ７ 14 ９     48 

（３）中間支援活動・相談事業などについて 

 ａ）西大冠小学校総合教育「トンボの話」・ビオトープ（カブト、小動物・小鳥など） 

 会計支援・日本語講座場所探しなど 

 ｂ）登録団体交流会・ヘルパー勉強会・移送問題検討会など 

ｃ）NPO「法人格取得」のための支援・「会の運営」・「まちづくり塾ＯＢ会立ち上げ」など 

（４）まちづくり塾共催・協働事例研究会参加・ふれあいひろば参加などの協働事業。      

      

  

 

 

 

 

 

 

 

０４年９月～１２月の主な活動 

９月 ４日  会報６号発行、研究部

会 

９月１７日  連続実践講座（第１

回） 

９月１８日  協働部会 

９月２２日  交流サロン 

９月２７日  協働部会 

１０月 １日  連続実践講座（第２回）

１０月 ２日  理事会、研究部会 

１０月１５日  連続実践講座（第３回）

１０月１６日  研究部会、交流サロン

１０月２５日  協働部会 

１１月１日、１２日 フォーラム実行委

員会  

１１月１３日  研究部会 

１１月２０日  研究部会、交流サロン

１１月２５日  フォーラム実行委員会

１２月 ４日  市民フォーラムへ参加

１２月１１日  理事会、研究部会、 

今後の予定 

１月 ８日  研究部会 

１月２２日  交流サロン、研究部会 

１月２４日  ＮＰＯ法人大集合第３弾 

２月 ５日  第６回理事会、研究部会 

２月１２日  交流サロン 

２月１９日  研究部会 

２月２６日  市民公益活動促進フォーラ

ム 

編集後記   

 今年は異常気象、台風、地震等の自然

災害に加えて様々な犯罪があり、災害の

多い一年でした。たかつき市民活動ネッ

トワークは、これらの不安な社会情勢を

乗り越えて、明るく楽しい市民活動を展

開、支援して参りたいと考えております。

会報も本編にて７号となりましたが、よ

り親しみのある会報にレベルアップして

参りたく、来る年もよろしくお願いします。

サポートセンターからのお知らせ
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